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ARCH 2017 CHTRS 

 

まえがき 

 

放射冷暖房システムは、省エネルギー性と室内快適環境性を両立するシステムとして、既にドイツ、ス

イスなどのヨーロッパ諸国では普及しています。一方、日本ではオフィスなどの内部負荷低減にともなっ

て普及が進みつつあります。同システムは、熱源水の高温冷水・低温温水による未利用エネルギー (井水

等)の活用、および熱源機器の高効率運転を可能にします。さらに空調機等の空気による冷暖房ではなく、

冷温水の放射パネル等による直接の伝熱を行なうので、快適性も高く「空気から水へ」により搬送動力の

大幅低減を可能にします。省エネルギー運用には不可欠なシステムであり、日本においても普及が望まれ

ます。 

 

この度、放射冷暖房システムの普及促進を目的として、使用実績が最も多い水式放射パネル関連メーカ

ーが集まり、「放射(輻射)冷暖房協議会」を昨年７月に設立しました。本協議会の第一の活動として、「建

築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」（建築物省エネ法）に沿った一次エネルギー消費量計算法

への対応を図るため、放射(輻射)冷暖房協議会認定の「天井放射冷暖房パネル性能試験規格書 ARCH 2017 

CHTRS Ver.1」を設定しました。 

 

今まで日本において放射パネルの統一的規格はありませんでしたが、ヨーロッパにおいては 2004年に現

EN 規格が設定されており、近年 ASHRAE および ISO においても規格が整備されつつあります。本協議会と

しては、各メーカー共通の能力表示の統一、ユーザー皆様の信頼性の確保と国際性の担保を鑑み、実運用

を配慮し、第三者性を有する本協議会規格を設定しました。 

 

なお、近々ISO規格の設定が見込まれていますが、その際には、合わせて再調整を図るものとします。 

 

本規格をまとめるにあたり、早稲田大学田辺新一教授、協議会顧問の東京理科大学長井達夫教授と芝浦

工業大学秋元孝之教授、国土交通省国土技術政策総合研究所の宮田征門主任研究官にご指導ご助言をいた

だきました。 

 

厚く御礼申し上げます。 

 

  2017年 2月 

                       一般社団法人 放射・輻射冷暖房協議会  
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1．目的 

本規格書は、放射(輻射)冷暖房協議会（以下「ARCH」という。）が水を媒体とした天井放射パネルの冷却

能力・加熱能力を決定するための測定条件および測定方法を規定するものである。 

 

本目的は、天井放射冷暖房パネルの能力比較ができ、測定結果が再現可能であり、信頼性のある製品デ

ータを得ることである。 

 

本規格書は冷却表面・加熱表面に関するものであり、「冷却表面」「加熱表面」を天井として解釈する。 

本規格書によって求められた冷却特性線図・加熱特性線図は冷房・暖房を行なう室内冷却面・室内加熱面

の測定、設計の基礎となるものである。 

 

 なお、本規格書は、参考資料としてヨーロッパ規格（EN）およびその他の出版物からの規定を取り入れ、

本要領書の適切な場所で引用している。その出版物名は各引用部分の後に示している。EN規格のナンバー

は、EN 14240：2004、EN 14037-1:2016、EN 14037-2:2016、EN 14037-3:2016である。 
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2．定義 

 

2．1 放射冷暖房システムの分類 

放射冷暖房システムは、大きく分けて「表面温度」、「放射面」、「熱媒」、「放射面構造」、「運転方法」の

５つに分類できる。図１に放射冷暖房のシステム分類と本規格書の対象を示す。 

 

：本規格書の対象システム   

表面温度 放射面 熱媒 放射面構造 運転方法 

 

低温式 

15～45℃ 

（冷房／暖房） 

 

高温式 

百数十℃ 

（暖房） 

 

赤外線式 

200～1000℃ 

（暖房） 

 

 

天井面 

 

 

床面 

 

 

壁面 

 

 

独立式 

 

 

 

水 

 

 

 

 

 

空気 

 

 

 

 

 

 

躯体埋込 

（TABS※等） 

 

パネル 

裏面断熱有、無 

（配管方式） 

 

 

パネル 

（ダクト／   

チャンバー方式） 

 

 

放射面の 

結露無し 

 

 

 

 

放射面の 

結露有り 

 

 

 

 

※ TABS：Thermo Active Building System 

図１ 放射冷暖房システムの分類 

 

 

2．1．1 表面温度による分類 

  表１に、表面温度の違いによる分類を示す。       ：本規格書の対象システム 

 

表１ 表面温度による分類 

 (1) 低温式 (2) 高温式 (3) 赤外線式 

表面温度 15～45[℃] 百数十[℃] 200～1000[℃] 

(a) 冷暖房 冷房・暖房 暖房 暖房 

(b) 熱 媒 冷温水や冷温風 高温水や蒸気 燃焼ガスや電熱 
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2．1．2 放射面による分類 

  図２に、 放射面による分類を図示する。      ：本規格書の対象システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 放射面による分類 

 

 

2．1．3 熱媒、および放射面構造による分類（放射面が天井の場合） 

  図３に、熱媒と放射面構造の分類を図示する。      ：本規格書の対象システム 

 (a) 熱 媒  ：「水」、「空気」に分類される。 

  (b) 放射面構造：「躯体埋込」、「パネル（断熱有・無）」、「ダクト接続」、「チャンバー利用」に分類

される。 

 

 

 

 

分類 
躯体埋込 

(TABS等) 

パネル 

断熱無し 

パネル 

断熱有り 
ダクト接続 

チャンバー 

利用 

(a) 熱媒 水 水 水 空気 空気 

(b) 
放射面 

構造 
躯体埋込 パネル パネル パネル パネル 

 

図３ 熱媒と放射面構造の分類 

 

 

2．1．4 運転方法による分類 

冷房時の運転方法によって、放射の「結露無し」「結露有り」に分類することができる。 

  本規格書の対象システムは、「結露無し」とする。 

 

 

 

 

 

【参考文献】公益社団法人 空気調和・衛生工学会 空調設備委員会 新設計条件適応空調システム検討小委員会 

：委員会成果報告書 新設計条件適応空調システム調査報告書 , P86-88,2016.03 

 

天 井 床 壁・独立式 
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3．用語・定義・記号 

 

3．1 冷却能力測定 

 

3．1．1 用語と定義 

 本規格書で規定されている冷却能力測定の用語と定義を次の表２のように適用する。 

 

表２ 用語と定義 

用語 定義 

冷却表面 
部屋の周囲（天井、床、壁のような）の部分を構成し、水で冷却されてい

る面 

測定用パネル（供試体） 試験室に設置し、測定を行なうパネル 

試験室 計測機器を装備し、供試体を設置することができ、測定を行なえる部屋 

パネル有効面積（ Aa  ） 
供試体における、測定室で特定の冷却能力特性算出のための冷却表面面積 

(図４参照) 

パネル表面面積（ AP ） 供試体設置において、支持枠、隙間を除いたパネルの表面積(図４参照) 

パネル設置表面面積（ Ai  ） 試験室全体に占める供試体の表面積で、設置における支持枠、隙間を含む 

試験室面積( At ) 供試体を取付ける試験室の表面（天井）の面積 (図４,５参照) 

冷却室内空気温度（ taC ） 
試験室内部で、放射の影響を受けない温度センサーで計測した室内空気温

度 

冷却グローブ温度（ tgC ） 
試験室内部で、4.1.5 で示す黒球の中心に取付けた温度センサーで計測さ

れた部屋の合成温度（部屋周囲からの放射の影響を含む） 

冷却基準温度（ trC ） 
測定中、試験室の中央部で、床から 1.1ｍの高さで計測されたグローブ温

度の平均値 

冷却水 供試体に流れる冷却用の水 

冷却水流量（ fWC ） 測定中に計測した供試体に流れる冷却水の流量の平均値 

冷却水入口温度（ tW1C ） 測定中に計測した供試体の入口における冷却水温の平均値 

冷却水出口温度（ tW2C ） 測定中に計測した供試体の出口における冷却水温の平均値 

冷却水平均温度（ tWC ） 測定中に計測した供試体の出入口における冷却水温の平均値 

冷却平均温度差（ ΔtC ） 冷却基準温度と冷却水平均温度との差（ | ΔtC ＝ trC － tWC |） 

比熱（ CP  ） 
単位質量(1kg)の熱搬送媒体を 1K上昇させるために必要な発熱量 

注）15℃の水 CP ＝ 4,187 [kJ/(kg･K)] 

冷却性能（ PC ） 
冷却水の流量と冷却水の温度差の計測値から算出された供試体全体の総

冷却能力 
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冷却特性性能（ PPC ） 冷却表面の表面積で除した冷却能力（ PPC ＝ Pc / AP ） 

冷却定格温度差（ ΔtNC ） 冷却基準温度と平均冷水温度との温度差（ ΔtNC ＝ trC － tWC ＝ 8K ） 

定格冷却水流水量（ fWNC ） 
供試体への冷却水の入口出口の水温差が 2±0.2Kで、冷却平均温度差が 8K

を示す冷却水流水量 

定格冷却特性性能（ PNC ） 
冷却定格温度差（ΔtNC ）で、定格冷水流量において能力特性曲線式から算

出した冷却能力 

冷却特性曲線式 
冷却温度差（ΔtC ）で、供試体の冷却特性性能を求める式 

（ PPC ＝ k・ΔtC n ） 

冷却特性線図 供試体の冷却特性性能を平均温度差で表した図 

定格冷却性能 供試体が平均温度差 8Kで示す冷却性能 

測定室の熱移動量（ PB ） 試験室の周囲（天井、床、壁）からの熱移動量 

疑似負荷装置出力（ PS ） 試験室を温めるための装置の出力電力 

冷却平均温度差 D（ΔtDC ） 
基準温度高さの冷却室内空気温度と冷却水平均温度との差 

（ |ΔtDC ＝ trC1.1 － tWC |） 

冷却定格温度差 D（ΔtNDC ） 
基準温度高さの冷却室内空気温度と冷却水平均温度との差  

（ ΔtNDC ＝ trC1.1 － tWC ＝ 8K ） 

定格冷却性能 D（ PPNDC ） 
冷却定格温度差 D（ΔtNDC ）で、定格冷水流量において性能特性曲線式か

ら算出した冷却能力 

冷却特性曲線式 D 
冷却温度差 D（ΔtDC ）で、供試体の冷却特性性能を求める式 

（ PPDC ＝ k・ΔtDC n ） 
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3．1．2 記号・単位 

 この規格書に規定されている冷却能力測定の記号とその単位を表３に示す。 

 

表３ 記号と単位 

記号 名称（内容） 単位 

Aa 供試体の有効面積・・・・・(図 4参照) m2 

Ai 天井表面に対する供試体の面積（支持枠、隙間含む）・(図 4参照) m2 

AP 天井表面に対する供試体の面積（支持枠、隙間除く）・(図 4参照) m2 

At 試験室の天井表面面積・・・(図 4参照) m2 

Cp 比熱 kJ/(kg･K) 

Hr 天井裏を含む試験室室内高さ m 

PaC 有効面積当りの冷却能力 [PaC  ＝ PC / Aa ] W/m2 

PB 試験室内のすべての境界面からの熱収支              W 

PC 総冷却能力 [PC ＝ Cp・fm・(tW2  － tW1 ）] W 

PiC 供試体の総面積当りの冷却能力[PiC ＝ PC / Ai ] W/m2 

PPC 供試体表面積当りの冷却能力 [PPC  ＝ PC / AP ] W/m2 

PPDC 供試体表面積当りの冷却能力 D W/m2 

PPNC 供試体表面積当りの定格冷却能力 W/m2 

PPNDC 供試体表面積当りの定格冷却能力 D W/m2 

Ps 疑似熱負荷の総熱量 W 

PtC 試験室内表面積（天井面積）当りの冷却能力 [PtC ＝ PC / At ] W/m2 

Ra 有効面積比 [Aa / At ×100 ] ％ 

Ri 設置面積比 [Ai / At ×100 ] ％ 

fmC 冷却水の質流量 [fm ＝ ρw・fw ] kg/h 

fwC 冷却水の流量 L/h 

h 床から供試体表面までの高さ [ｈ ＝ ｈr － ｈV ] m 

hV 天井裏高さ m 

lr 試験室室内長さ m 

nr 1列当りの疑似負荷数 個 

s 断熱厚さ m 

taC 冷却室内空気温度 ℃ 

tgC 冷却グローブ温度 ℃ 

trC 冷却基準温度 ℃ 

tw1C 冷水入口温度 ℃ 

tw2C 冷水出口温度 ℃ 

twC 冷却水平均温度 [tWC ＝ ( tW1C ＋ tW2C ) / 2 ] ℃ 

wr 試験室室内の幅 m 

ΔtC 冷却温度差 K 

ΔtDC 冷却温度差 D K 

ΔtNC 冷却定格温度差 [|ΔtNC ＝ trC － tWC | ＝ 8K]               K 

ΔtNDC 冷却定格温度差 D [|ΔtNDC ＝ taC1.1 － tWC | ＝ 8K]               K 

ρW 温度 tWにおける水の密度 kg/L 

λ 熱伝導率 W/(m･K) 
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3．2 加熱能力測定 

 

3．2．1 用語と定義 

 本規格書で規定されている加熱能力測定の用語と定義を次の表４のように適用する。 

 

表４ 用語と定義 

 

用語 定義 

加熱表面 
部屋の周囲（天井、床、壁のような）の部分を構成し、水で加熱されてい

る面 

測定用パネル（供試体） 試験室に設置し、測定を行なうパネル 

試験室 計測機器を装備し、供試体を設置することができ、測定を行なえる部屋 

パネル有効面積（ Aa  ） 
供試体における、測定室で特定の加熱能力特性算出のための加熱表面面

積(図４参照) 

パネル表面面積（ AP ） 供試体設置において、支持枠、隙間を除いたパネルの表面積(図４参照) 

パネル設置表面面積（ Ai  ） 試験室全体に占める供試体の表面積で、設置における支持枠、隙間を含む 

試験室面積( At ) 供試体を取付ける試験室の表面（天井）の面積 (図４,５参照) 

加熱室内空気温度（ taH ） 
試験室内部で、放射の影響を受けない温度センサーで計測した室内空気

温度 

加熱グローブ温度（ tgH ） 
試験室内部で、4.2.4で示す黒球の中心に取付けた温度センサーで計測さ

れた部屋の合成温度（部屋周囲からの放射の影響を含む） 

加熱基準温度（ trH ） 
測定中、試験室の中央部で、床から 0.75ｍの高さで計測されたグローブ

温度の平均値 

加熱水 供試体に流れる加熱用の水 

加熱水流量（ fWH ） 測定中に計測した供試体に流れる加熱水の流量の平均値 

加熱水入口温度（ tW1H ） 測定中に計測した供試体の入口における加熱水温の平均値 

加熱水出口温度（ tW2H ） 測定中に計測した供試体の出口における加熱水温の平均値 

加熱水平均温度（ tWH ） 測定中に計測した供試体の出入口における加熱水温の平均値 

加熱平均温度差（ ΔtH ） 基準温度と加熱水平均温度との差（ |ΔtH ＝ trH - tWH | ） 

比熱（ CP  ） 
単位質量(1kg)の熱搬送媒体を 1K上昇させるために必要な発熱量 

注）15℃の水 CP ＝ 4,187 [kJ/(kg･K)] 

加熱性能（ PH ） 
加熱水の流量と加熱水の温度差の計測値から算出された供試体全体の総

加熱能力 

加熱特性性能（ PPH ） 加熱表面の表面積で除した加熱能力（ PaH ＝ PH / AP ） 
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加熱定格温度差（ ΔtNH ） 加熱基準温度と加熱水平均温度との差（ |ΔtNH ＝ trH - tWH | ＝ 15K ） 

定格加熱水流水量（ fWNH ） 
供試体への加熱水の入口出口の水温差が 2±0.2K で、平均温度差が 15K

を示す加熱水流水量 

定格加熱性能（ PNH ） 
加熱定格温度差（ΔtNH ）で、定格加熱水流量において性能特性曲線式か

ら算出した加熱能力 

加熱特性曲線式 
加熱温度差（ΔtH ）で、供試体の加熱特性性能を求める式 

（ PaH ＝ k・ΔtH n ） 

加熱特性線図 供試体の加熱特性性能を平均温度差で表した図 

定格加熱性能 供試体が平均温度差 15Kで示す加熱性能 

加熱平均温度差 D（ ΔtDH ） 
基準温度高さの加熱室内空気温度と加熱水平均温度との差 

（ |ΔtDH ＝ trH0.75 － tWH |） 

加熱定格温度差 D（ ΔtNDH ） 
基準温度高さの加熱室内空気温度と加熱水平均温度との差  

（ ΔtNDH ＝ trH0.75 － tWH  ＝ 15K ） 

定格加熱性能 D（ PPNDH ） 
加熱定格温度差 D（ΔtNDH ）で、定格加熱水流量において性能特性曲線式

から算出した加熱能力 

加熱特性曲線式 D 
加熱温度差 D（ΔtDH ）で、供試体の加熱特性性能を求める式 

（ PPDH ＝ k・ΔtDH n ） 
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3．2．2 記号・単位 

 この規格書に規定されている加熱能力測定の記号とその単位を表５に示す。 

 

表５ 記号と単位 

記号 名称（内容） 単位 

Aa 供試体の有効面積・・・・・(図４参照) m2 

Ai 天井表面に対する供試体の面積（支持枠、隙間含む）・(図４参照) m2 

AP 天井表面に対する供試体の面積（支持枠、隙間除く）・(図４参照) m2 

At 試験室の天井表面面積・・・(図４参照) m2 

Cp 比熱 kJ/(kg･K) 

Hr 天井裏を含む試験室室内高さ m 

PaH 有効面積当りの加熱能力 [PaH ＝ PH  / Aa ] W/m2 

PH 総加熱能力 [PH ＝ Cp ･ fm ･  (tW2 － tW1 ）] W 

PiH 供試体の総面積当りの加熱能力 [PiH ＝ PH / Ai ] W/m2 

PNH 供試体表面積当りの定格加熱能力 W/m2 

PPDH 供試体表面積当りの加熱能力 D W/m2 

PPH 供試体表面積当りの加熱能力 [PPH ＝ PH / AP ]  W/m2 

PPNDH 供試体表面積当りの定格加熱能力 D W/m2 

PtH 試験室内表面積（天井面積）当りの加熱能力 [PtH ＝ PH / At ]          W/m2 

Ra 有効面積比 [Aa / At ×100] ％ 

Ri 設置面積比 [Ai / At ×100] ％ 

fmH 加熱水の質流量 [fm ＝ ρw ･ fwH ] kg/h 

fwH 加熱水の流量 L/h 

h 床から供試体表面までの高さ [ｈ ＝ ｈr －ｈV ] m 

hV 天井裏高さ m 

lr 試験室室内長さ m 

s 断熱厚さ m 

taH 加熱室内空気温度 ℃ 

tgH 加熱グローブ温度 ℃ 

trH 加熱基準温度 ℃ 

tw1H 加熱水入口温度 ℃ 

tw2H 加熱水出口温度 ℃ 

twH 加熱水平均温度 [tWH ＝ ( tW1H ＋ tW2H  ) / 2 ] ℃ 

wr 試験室室内の幅 m 

ΔtDH 加熱温度差 D K 

ΔtH 加熱温度差 K 

ΔtNDH 加熱定格温度差 D [|ΔtNDH  ＝ taH0.75 － tWH | ＝ 15K ]               K 

ΔtNH 加熱定格温度差 [|ΔtNH ＝ tWC － trH  | ＝ 15K ]   K 

ρW 温度 tWにおける水の密度 kg/L 

λ 熱伝導率 W/(m･K) 

 

 

 

 

 

 



 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 面積の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

At：試験室の天井面積 

AP：放射パネル表面積 

Aa：放射パネル伝熱有効面積 

設置面積比 Ri  ＝ Ai / At 

有効面積比 Ra  ＝ Aa / At 

 

Ai：放射パネル総敷設面積 

   （支持枠・隙間を含む） 
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4．測定規格 

 

4．1 冷却能力測定 

 

4．1．1 測定原理 

   供試体の冷却能力を、定常状態で測定した冷水流量と冷水温度差によって決定する。 

冷却能力は基準温度と平均冷水温度との温度差の関数で表すものとする。 

  温度制御した室内面を有し部屋の周囲を通しての熱流を無視できる状態で、4.1.2の要求事項に従い、

気密性の高い部屋で測定をする。 

供試体の冷却能力と平衡させるために、試験室内の床に電熱で加熱した数台の疑似熱負荷装置を設置

して加熱をする。 

再現性のある結果を得るために、4.1.4 に示されるように疑似熱負荷装置を予め決められた位置に設

置する。 

 

 

4．1．2 試験室 

  試験室の概要を表６に示す。 

  試験室の事例を図５、図６に示す。 

 

表６ 試験室の概要 

項 目 概 要 

幅：長さ比 0.5以上   4.0ｍ×4.0ｍ（推奨）          

室内高さ（断熱材内寸） 2.7m～3.0m   （図５） 

床面積（断熱材内寸） 10.0～21.0m2 

侵入空気量 差圧 50Pa時 0.8L/(s･m2)以内 

天井・床・壁⇔平均熱流量 0.4W/m2以下 

天井・床・壁 表面放射率 0.9以上 

天井・床・壁 表面温度 個別温度調整が可能なこと 

 ＊侵入空気量の面積は、試験室の 6 面の表面積とする 
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図５  閉鎖型冷却天井、疑似熱負荷装置および温度計測点の配置を示した試験室 

(液冷密閉型試験室)の事例 
 

 

 

 

【参考文献】 EN 14240：2004  Ventilation for buildings -Chilled ceilings -Testing and rating 
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図６ 開放型冷却天井、疑似熱負荷装置および温度計測点の配置を示した試験室 

（空冷暖２重密閉試験室）の事例 
 

 

 

 

【参考文献】EN 14240：2004  Ventilation for buildings -Chilled ceilings -Testing and rating 

 

 

断熱材 

ファンコイル 

グローブ温度 

室内温度 

疑似負荷装置 

試験室外断熱 

断熱材外表面温度測定点 



ARCH 2017 CHTRS 

14 

 

4．1．3 疑似負荷装置 

 試験室の加熱は、床に設置した電気ヒータによる疑似熱負荷装置（図７）の台数によって行なう。 

疑似負荷装置の概要を表７に示す。 

 

表７ 疑似負荷装置の概要 

項 目 概 要 

寸法 Φ0.3m×H1.1m        （図７） 

発熱量 60W×3＝180W以下 連続可変 

材質、表面仕上げ、放射率 鋼板、塗装仕上げ、0.9以上 

受持ち床面積および数量 0.9～1.35m2 /台、偶数  （図５） 

配置（短手） 
中心線対称 2列  

間隔：試験室幅 1/2 

配置（長手） 
間隔：試験室長さ/列の疑似負荷装置数 

両側：疑似負荷装置間隔/2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７  疑似熱負荷装置 (ダミー) 

 

【参考文献】 EN 14240：2004  Ventilation for buildings -Chilled ceilings -Testing and rating 
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4．1．4 供試体 

  供試体の概要を表８に示す。 

 

表８ 供試体の概要 

項 目 概 要 

裏面処理（断熱材） 有無および仕様を明記  

敷設率 
70％以上   

Ri ＝ Ai / At  ＞ 0.7              
 

供試体設置天井裏高さ 0.3m以内  

供試体設置 基本天井面中心  

供試体周辺 開放または閉鎖を明記  

供試体への配管 保温（熱伝達率 4W/(m2･K)以下）  

 

 

4．1．5 計測器 

  測定に使用する計測器の概要を表９に示す。 

 

表９ 計測器の概要 

項 目 概 要 

疑似負荷電力量 等級 1.0 以上 

空気温度（防輻射熱） 測定精度：±0.1K以内 

表面温度 測定精度：±0.1K以内 

冷却グローブ温度（Φ60～Φ150mm） 測定精度：±0.1K以内 

冷却水温度 測定精度：±0.1K以内、較正精度：±0.02K以内 

冷却基準温度・冷却水温度 較正精度：±0.05K以内 

冷却水流量計 測定精度：±0.5％以内、重量法による較正 

 

 

4．1．6 計測 

  計測は定常状態の下で、各冷却水流量について少なくとも 3種類の温度差(Δt)で行う。 

  冷却基準温度を試験室中心に設置されたグローブ温度計で 22℃と 27℃の間とする。 

冷却水入口温度を少なくとも試験室内の露点温度より 2K高く設定する。 

冷却能力を決める測定は、定常状態下で行なうこととする。 

試験室の内壁、床および天井の温度については、計測中にこれらの表面温度と冷却基準温度との最大

温度差が確実に 1.0K未満になるように必要なレベルに調節し、維持することとする。 

表 10 の（1）式に従って、供試体の冷却熱量、試験室周囲からの熱伝達量および疑似熱負荷量の熱収

支が、冷却表面の総冷却熱量の 5％未満の場合の計測結果を採用する。 

計測は最低３セット行ない、最低値の値を採用する。 

  計測の概要を表 10に示す。 
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表 10 計測の概要 

項目 概 要 

定常状態 

（60分間の標準偏差） 

冷却基準温度：0.05K 

室内表面温度：0.5K 

冷却水平均温度：0.05K 

冷却水流量：1.0％ 

冷却試験温度差（ΔtC [K]） 最低 6,8,10[K]の 3温度 

冷却水流量 定格流量 

冷却基準温度 
22～27℃ 

試験室中央、床高さ 1.1m グローブ温度 

冷却室内空気温度 冷却基準温度より 0.2m離れる（放射の影響を受けない事） 

熱収支 

PB：試験室境界面からの熱量 

PS：擬似負荷装置の発熱量 

PC：供試体冷却熱量 

｜PB + PS + PC｜≦ 0.05PC （1） 

 

 

4．1．7 測定結果の表示 

  供試体(冷却天井)の冷却能力を、表11の（2）式から計算する。 

天井冷却パネル（天井放射冷却パネル）の表面積当りの冷却能力は、表11の（3）式で計算する。 

表面積当りの冷却能力を、冷却グローブ温度（冷却基準温度）と平均冷水温度との温度差の関数とし

て、図の中にプロット（記載）する。 

プロットした点に最もよく一致する特性線図(図11)を描く。特性曲線式は表11の（4）式で示され

る。 

  測定結果の表示につての概要を表 11に示す。 

 

表 11 計測結果の表示についての概要 

項 目 概 要 

PC：冷却能力 

Cp：比熱 

fmC：冷却水流量 

tw1C：冷却水往き温度 

tw2C：冷却水還り温度 

AP：供試体総冷却表面積 

PPC：単位面積当たり冷却能力 

PC ＝ Cｐ・fmc・（ tw2C － tw1C ） 

 

PPC ＝ PC / AP                  

（2） 

 

（3） 

特性曲線式 

ΔtC：|冷却基準温度－平均冷却水温度| 

k：特性定数 

n：指数 

PPC ＝ k・ΔtC n （4) 

定格冷却能力 ΔtC ＝ 8K  
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4．1．8 不確かさ 

各試験の不確かさは、表12の（5）式で示される2乗和平方根方式によって計算する。 

  個々の計測値おける最大の不確かさと試験室を含めた全体の不確かさを表12に示す。 

 

表 12 不確かさ 

項目 概 要 

測定 

r1：冷却水流量 

r2：冷却水温度差 

r3：基準温度－平均送水温度 

r1：1％以内 

r2：2％以内 

r3：1％以内 

𝒓 = √(𝑟1
2 + 𝑟2

2 + 𝑟3
2)  ≦  3％ (ΔtC ＝ 8K時)   

 

 

 

（5） 

試験室全体 4％以内 （ΔtC ＝ 8K時の定格冷却能力） 

 

 

 

4．2 加熱能力測定 

 

4．2．1 測定原理 

    供試体の加熱能力を定常状態で測定した加熱水流量と、加熱水温度差によって決定する。 

加熱能力は加熱基準温度と、平均加熱水温度との温度差の関数で表すものとする。 

  温度制御した室内面を有し部屋の周囲を通しての熱流を無視できる状態で、4.2.2の要求事項に従い、

気密性の高い部屋で測定をする。 

供試体の加熱能力と平衡させるために、内壁および床を冷却する。 

 

 

4．2．2 試験室 

  供試体のための試験室を、試験室の６つの 内表面を冷却制御できるような設備とする。 

６つの内表面を冷却できる試験室の配管系統図を図８に示す。 

試験室の概要を表 13に示す。 

 

表 13 試験室の概要 

項 目 概 要 

幅：長さ比 0.5以上  4.0m×4.0m（推奨） 

室内高さ 2.7m×3.0m  

床面積 10～21m2 

侵入空気量 差圧 50Pa時 0.8L/(s･m2)以内 

天井・床・壁の表面仕上げ 

・放射率 

平滑つや消し塗装仕上げ 

・0.9以上 

天井・床・壁 表面温度 

各表面温度と各表面温度の平均温度差 

６面個別温度調整       （図８） 

0.5K以内 

                         ＊侵入空気量の面積は、試験室の 6 面の表面積とする 
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図８ ６面個別温度制御試験室の冷却水循環システムの参考事例 

 

 

【参考文献】 JIS A 1400：2007 暖房用自然対流・放射形放熱器－性能試験方法 

 

 

4．2．3 供試体 

  供試体の概要を表 14に示す。 

 

表 14 供試体の概要 

項 目 概 要 

裏面処理（断熱材） 有無および仕様を明記 

供試体設置天井裏高さ 0.3m以内 

供試体設置 基本天井面中心 

供試体周辺 解放または遮蔽を明記 

供試体への配管 保温（熱伝達率 4W/(m2･K)以下） 
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4．2．4 計測器 

  測定に使用する計測器の概要を表 15に示す。 

 

表 15 計測器の概要 

項 目 概 要 

空気温度（防輻射熱） 測定精度：±0.1K以内 

表面温度 測定精度：±0.1K以内 

加熱グローブ温度 

(φ150mm、放射率 0.9) 
測定精度：±0.1K以内 

加熱水温度 
測定精度：±0.1K以内 

較正精度：±0.02K以内 

加熱基準温度・加熱水温度 較正精度：±0.05K以内 

加熱水流量計 
測定精度：±0.5％以内 

重量法による較正 

 

 

4．2．5 計測 

  計測は定常状態の下で、各加熱水流量について少なくとも３種類の温度差(ΔtH )で行なう。 

  加熱基準温度を 20℃とする。 

加熱能力を決める測定は、定常状態下で行なう。 

計測は最低３セット行ない、最低値の値を採用する。 

  計測の概要を表 16に示す。 

 

表 16 計測の概要 

項 目 概 要 

定常状態 

（一定時間の標準偏差） 

30分間 

室内表面温度：0.5K 

加熱水温と空気温度：±0.1K以内 

加熱水流量：1.0％以内 

加熱試験温度差（ΔtH [K]） 最低 10,15,20[K]の３温度 

加熱流量 定格流量 

加熱基準温度 
20℃ 

試験室中央、床高さ 0.75m グローブ温度 

加熱室内空気温度 中心より 0.2m離れる 
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4．2．6 測定結果の表示 

  供試体(加熱天井)の加熱能力を、表17の（6）式から計算する。 

天井加熱パネル（天井放射加熱パネル）の表面積当りの加熱能力は、表17の（7）式で計算する。 

表面積当りの加熱能力を、加熱グローブ温度（加熱基準温度）と平均加熱水温度との温度差の関数と

して、図の中にプロット（記載）する。 

プロットした点に最もよく一致する特性線図(図12)を描く。 

特性曲線式は表17の（8）式で示される。 

  測定結果の表示についての概要を表 17に示す。 

 

表 17 計測結果の表示についての概要 

項 目 概 要 

PH：加熱能力 

Cp：比熱 

fmH：加熱水流量 

tw1H：加熱水往き温度 

tw2H：加熱水還り温度 

AP：供試体総加熱表面積 

PPH：単位面積当たり加熱能力 

PH ＝ Cｐ・fmH・（ tw1H － tw2H ） 

 

PPH ＝ PH / AP                 

（6） 

 

（7） 

特性曲線式 

ΔtH：|加熱基準温度－平均加熱水温度| 

k：特性定数 

n：指数 

PPH ＝ k・ΔtH ｎ （8） 

定格加熱能力 ΔtH ＝ 15K  

 

 

4．2．7 不確かさ 

試験室を含めた全体の不確かさを表18に示す。 

 

表 18 不確かさ 

項 目 概 要 

熱出力 ±10W以内  （ΔtH ＝ 15K時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ARCH 2017 CHTRS 

21 

 

 

 

5．測定結果報告 

測定結果報告書には、以下の項目を含むこととする。 

・ 試験場所の名称と住所 

・ 測定者名 

・ 試験報告書の番号 

・ 試験日付、作成日 

・ 測定用パネルのメーカー 

・ 測定用パネルの名称または規格 

・ 測定用パネルの仕様など 

・ 試験室内への測定用パネルの据付要領書（開放あるいは閉鎖天井、断熱材有無など） 

・ 使用した計測装置および計測器の説明 

・ 各測定点（4.1.6、4.2.5に記載）における計測結果 

・  供試体についての特性定数kと指数nおよび特性曲線式を含む試験結果 

（例として、代表的な事例を図９、10、に示す） 

・ 性能特性曲線式と性能特性線図を示す書類 

（例として、代表的な事例を図11、12に示す） 

・ 試験報告書の各ページには合計ページ数を示す。 

報告書の各ページに、コピーを禁止する旨の注意を記載する。 

 

 

 

6．試験設備・施設 

  本規格書の 4.測定規格を行う試験設備および施設は、付属書Ａ（P25参照）による。 

 

 

 

7．能力表示 

  本規格書の付属書Ａ（P25参照）の試験設備・施設で測定された天井放射冷暖房パネルの冷却能力およ

び加熱能力の表示は、付属書Ｂ（P26参照）による。 
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試験（測定）結果報告書 

試験機関名称      住所 試験者名 

供試体の説明  □□□□ 

供試体の種類－密閉／開口 開口率 密閉 裏面断熱材  有 ・ 無 断熱材GW32K/40mm 

メーカー ○○ 
供試体の説明  

供試体の説明 △△△ 

参考資料 試験室の補足計測値 

試験室面積 [㎡] At 14.44 天井高さ    [m] h 2.60 

設置面積   [㎡] Ai 12.16 端部断熱材  [m] s1 0.10 

表面積    [㎡] Ap 11.00 端部断熱材  [m] s2 0.20 

冷却面積   [㎡] Aa 11.00    

測定結果 

計測点 №.  1 2 3 

測定日付  2016/6/15 2016/6/15 2016/6/15 

冷水流量                   [kg/h] ｆwC 538.7 545.3 543.4 

温度 

[℃] 

冷却水入口温度 ｔw1C 15.39 17.33 19.33 

冷却水出口温度 ｔw2C 16.90 18.51 20.18 

グローブ温度 ｔgC 26.42 26.07 25.73 

空気温度(室温),床高さ1.7m ｔaC1.7 26.8 26.4 26.0 

空気温度(室温),床高さ 1.1m ｔaC1.1 26.9 26.4 26.0 

空気温度(室温),床高さ 0.1m ｔaC0.1 26.6 26.3 25.9 

壁表面温度1 ｔsw1 25.8 25.8 25.8 

壁表面温度2 ｔsw2 26.0 26.0 26.0 

壁表面温度3 ｔsw3 25.7 25.7 25.7 

壁表面温度4 ｔsw4 26.0 25.9 25.9 

床表面温度 ｔfloor 25.9 25.9 25.9 

天井表面温度 ｔceiling 25.9 25.9 25.9 

天井懐の空気温度 ｔa-void 19.6 20.6 21.6 

疑似負荷装置出力            [W] Ps 927.9 717.9 518.1 

計測値からの計算 

計測点 №.  1 2 3 

基準温度                     [℃] trC 26.42 26.07 25.73 

Δt 
[K] 

冷却水入口/出口温度差 ΔtwC 1.52 1.18 0.85 

平均温度差 

|基準温度－平均冷却水温度| 
ΔtC 10.28 8.14 5.98 

冷却 

能力 

試験室天井面積当り   [W/m2] PtC -65.8 -51.9 -37.3 

供試体設置面積当り  [W/m2] PiC -78.2 -61.6 -44.3 

供試体表面積当たり  [W/m2] PPC -86.4 -68.1 -48.9 

供試体有効面積当り  [W/m2] PaC -86.4 -68.1 -48.9 

全体 [W] PC -950.9 -748.8 -538.3 

試験室周囲からの熱移動量    [W]  PB 24.2 24.8 26.0 

熱収支 [W] ΔQ 1.2 -6.1 5.8 

熱収支の最大許容値           [W] 0.05PC 47.5 37.4 26.9 

 

ΔtC = 8Kによる結果 

定格冷却能力            [W/m2] ＰPNC 66.6 

ＰPC ＝ k･ΔtC n 特性定数 k 7.468 

指数 n 1.052 

特性曲線式 ＰPC ＝ 7.468･Δtc 1.052 
 

図９ 冷却能力計測結果の事例 
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試験（測定）結果報告書 

試験機関名 住所 試験者名 

供試体の説明  □□□□ 

供試体の種類－密閉／開口 開口率 密閉 裏面断熱材    有 ・ 無 断熱材GW32K/40mm 

メーカー ○○ 
供試体の説明  

供試体の説明 △△△ 

参考資料 試験室の補足計測値 

試験室面積 [㎡] At 14.44 天井高さ    [m] h 2.60 

設置面積   [㎡] Ai 8.07 端部断熱材  [m] s1 0.10 

表面積    [㎡] Ap 8.07 端部断熱材  [m] s2 0.20 

加熱面積   [㎡] Aa 8.07    

測定結果 

計測点 №.  1 2 3 

測定日付  2016/11/9 2016/11/9 2016/11/9 

加熱水流量                  [kg/h] ｆwH 298.96 298.85 298.59 

温度 

[℃] 

加熱水入口温度 ｔw1H 40.65 35.70 30.74 

加熱水出口温度 ｔw2H 38.25 33.96 29.60 

グローブ温度 ｔgH 19.61 19.94 20.16 

空気温度(室温),床高さ1.7m ｔaH1.7 20.7 20.9 20.8 

空気温度(室温),床高さ 0.75m ｔaH0.75 19.2 19.6 20.0 

空気温度(室温),床高さ 0.1m ｔaH0.1 18.4 19.0 19.5 

壁表面温度1 ｔsw1 17.8 18.6 19.3 

壁表面温度2 ｔsw2 17.8 18.6 19.3 

壁表面温度3 ｔsw3 17.7 18.6 19.3 

壁表面温度4 ｔsw4 17.7 18.5 19.4 

床表面温度 ｔfloor 17.9 18.6 19.2 

天井表面温度 ｔceiling 17.9 18.7 19.4 

天井懐の空気温度 ｔa-void 29.2 28.0 25.7 

     

計測値からの計算 

計測点 №.  1 2 3 

基準温度G                    [℃] trH 19.61 19.94 20.16 

Δt 
[K] 

冷却水入口/出口温度差 ΔtwH 2.40 1.75 1.14 

平均温度差G 

|基準温度－平均冷却水温度| 
ΔtH 19.84 14.89 10.00 

加熱 

能力 

試験室天井面積当り   [W/m2] PtH 58.1 42.2 27.5 

供試体設置面積当り  [W/m2] PiH 104.0 75.5 49.2 

供試体表面積当たり  [W/m2] PPH 104.0 75.5 49.2 

供試体有効面積当り  [W/m2] PaH 104.0 75.5 49.2 

全体 [W] PH 839 609 397 

 

ΔtH = 15Kによる結果 

定格加熱能力            [W/m2] ＰPNH 76.6 

ＰPH ＝ k･ΔtH n 特性定数 k 3.978 

指数 n 1.092 

特性曲線式 ＰPH ＝ 3.978･ΔtN 1.092 
 

図10 加熱能力計測結果の事例 
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図11 冷却能力特性線図と特性曲線式の事例 
 

 

 
 

図12 加熱能力特性線図と特性曲線式の事例 
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付属書 Ａ（規定） 

試験設備・施設の要件 
 

Ａ．１ 適用 
        

この付属書は、天井放射冷暖房パネルに係る冷却能力測定および加熱能力測定について適用する。 

   

 

Ａ．２ 試験設備・施設 
   

試験設備・施設（以下「試験設備等」という。）は、以下の要件を満たしていること。 

   ①試験設備等の仕様 

    本規定に基づく試験設備等は、以下のいずれかに該当するものとする。 

     ⅰ）EN規格の認定を受けた試験設備・施設（以下「EN認定試験設備」という。） 

     ⅱ）ARCH 2017 CHTRS Ver.1.3の規定を満たすこと。 

ⅲ）試験室の寸法および供試体設置面積に関することの相違を除き、他の項目要件が ARCH 2017 

CHTRS Ver.1.3の規定を満たすこと。かつ、同一構造の製品の測定能力結果が、再現性が担

保されている試験設備等による結果と EN 認定試験設備による試験結果を比較し、位差が

4％以内に収まる結果を有していること。 

   

  ②試験設備等の運用維持管理 

    試験設備等は、以下の事項について適切な運用維持管理を行ないかつ、その記録と保管を行なう。 

ⅰ）要員（試験員に関するもの） 

ⅱ）試験・校正の下請負契約 

ⅲ）試験・校正の方法および方法の妥当性確認 

（機器校正要領書および機器検査校正成績書） 

ⅳ）試験・校正品目の取り扱い（試験設備、計測機器運用書） 

ⅴ）試験・校正結果の品質の保証（計測設備の試験成績書） 

ⅵ）結果の報告（製品成績書（販売する製品に関するもの）） 

ⅶ）試験データの記録 

（冷却能力：定常状態判定記録、熱収支判定記録、測定不確かさ・総合不確かさ確認記録） 

（加熱能力：定常状態判定記録） 

     ⅷ）試験設備の保守点検記録 
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付属書 Ｂ（規定） 

能力表示 
 

Ｂ．１ 天井放射冷暖房パネルの能力表示 
       

付属書Ａによる試験設備等（以下「試験設備等」という。本付属書において同じ。）で測定された

天井放射冷暖房パネルの冷却能力および加熱能力は、天井放射冷暖房パネル表面積当たりの能力※1

（ PP [W/m2]）で表す。また、任意ではあるが、参考値として放射能力、対流能力の記載を行なって

よい。 

 

        ※1 EN規格等の測定結果には、天井放射冷暖房パネル構成によって、パネル表面積とパネル有効

面積に違いが有り、パネル有効面積当たりの能力（ Pa [W/m2]）で表わされている場合があ

る。 

その場合、パネル表面積当たりの能力（ PP  [W/m2]）に換算し、能力特性線図、能力特性曲線

式を作成しなければならない。 

 

 

Ｂ．２ 冷却能力および加熱能力の能力表示 
     

試験設備等で測定された天井放射冷暖房パネルの冷却能力および加熱能力の表示方法を定める。 

 

 Ｂ．２．１ 冷却能力 

    冷却能力は、ΔtDC※1[K]に対する天井放射冷暖房パネル冷却能力（ PPDC  [W/m2]）で表し、定格冷

却能力はΔtNDC ＝8K に対する冷却能力（ PPNDC [W/m2]）を表示する。 

    表示例を図Ｂ－１、図Ｂ－２に示す。 

 

    ※1 ΔtDC ＝｜冷却室内空気温度※2 (冷却基準温度高さの)－冷却水平均温度｜とする。 

          ＝｜ΔtDC ＝ taC1.1 － tWC ｜ 

       

 ※2 ARCH 2017 CHTRS Ver.1.3の天井放射冷暖房パネルの冷却能力測定結果報告書は、冷却グロ

ーブ温度と冷却水平均温度差で表示される。設計図書および一次エネルギー消費量計算法の

入力などでは、基準温度であるグローブ温度を使用することが一般的ではない現状を考慮し

た結果、仕様書などの表示は基準温度を室内空気温度に換算して使用する。 

      [換算方法] 

         測定結果より、冷却基準温度（冷却グローブ温度）時点の冷却基準温度高さ 1.1mの冷却室内

空気温度を用い、ΔtDC ＝|冷却室内空気温度－冷却水平均温度|で、再計算を行ない、能力特

性線図、能力特性曲線式を求める。 

 

 

Ｂ．２．２ 加熱能力 

    加熱能力は、ΔtDH※3[K]に対する天井放射パネル加熱能力（ PPDH  [W/m2]）で表し、定格加熱能力

はΔtNDH ＝15K※5に対する加熱能力（ PPNDH [W/m2]）を表示する。 

表示例を図Ｂ－３、図Ｂ－４に示す。 
 

    ※3 ΔtDH ＝｜加熱室内空気温度※4 (加熱基準温度高さの)－加熱水平均温度｜とする。 

          ＝｜ΔtDH ＝taH0.75 － tWH ｜ 

       

 ※4 ARCH 2017 CHTRS Ver.1.3の天井放射冷暖房パネルの加熱能力測定結果報告書は、加熱グロ

ーブ温度と加熱水平均温度差で表示される。設計図書および一次エネルギー消費量計算法の

入力などでは、基準温度であるグローブ温度を使用することが一般的では無い現状を考慮し

た結果、仕様書などの表示は基準温度を室内空気温度に換算して使用する。 

      [換算方法] 

         測定結果より、加熱基準温度（加熱グローブ温度）時点の加熱基準温度高さ 0.75mの加熱室
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内空気温度を用い、ΔtDH ＝|加熱室内空気温度－加熱水平均温度|で、再計算を行ない、能力

特性線図、能力特性曲線式を求める。 

 

    ※5 EN規格等の加熱能力測定結果には、試験施設毎に相違がある場合がある。その場合特性曲線

式を使用し、ΔtNH ＝15K時の加熱能力値を再計算し、その値を表示する。 

     

 

冷却能力の換算 

温度 

[℃] 

冷却水入口温度 ｔw1C 15.39 17.33 19.33 

冷却水出口温度 ｔw2C 16.90 18.51 20.18 

空気温度(室温),床高さ 1.1m ｔaC1.1 26.9 26.4 26.0 

疑似負荷装置出力            [W] Ps 927.9 717.9 518.1 

計測値からの計算 

計測点 №.  1 2 3 

基準温度                     [℃] taC1.1 26.9 26.4 26.0 

ΔtDC 
[K] 

平均温度差D 

|基準温度－平均冷却水温度| 
ΔtDC 10.76 8.48 6.25 

冷却 

能力 

供試体表面積当たり  [W/m2] PPDC -86.4 -68.1 -48.9 

全体 [W] PC -950.9 -748.8 -538.3 

 

冷却能力表示 

名称 ○○○‐△△□□ 型番 □□□□□□-□□□□ 日付 ○○/○〇/〇〇 
サイズ aaaa×bbbb 仕様 裏面：断熱材有、閉鎖天井型 記入者 □□□□ 

ΔtDC ＝ 8Kによる結果 

定格冷却能力            [W/m2] ＰPNDC 63.6 （参考）放射:32.0、対流：31.6 

特性定数 k 7.169 
ＰPDC ＝ k･ΔtDC n 指数 n 1.050 

特性曲線式 ＰPDC ＝ 7.169･ΔtDC 1.050 
 

図Ｂ－１ 冷却能力の換算と冷却能力表示の事例（室内温度換算） 

 

 
 

図Ｂ－２ 冷却能力特性線図と特性曲線式の事例（室内温度換算による） 
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加熱能力の換算 

温度 

[℃] 

加熱水入口温度 ｔw1H 40.65 35.70 30.74 

加熱水出口温度 ｔw2H 38.25 33.96 29.60 

空気温度(室温),床高さ 0.75m ｔaH0.75 19.2 19.6 20.0 

計測値からの計算 

計測点 №.  1 2 3 

基準温度                     [℃] taH0.75 19.2 19.6 20.0 

ΔtDH 
[K] 

平均温度差D 

|基準温度－平均冷却水温度| 
ΔtDH 20.25 15.23 10.17 

加熱 

能力 

供試体表面積当たり  [W/m2] PPDH 104.0 75.5 49.2 

全体 [W] PH 839 609 397 

 

加熱能力表示 

名称 ○○○‐△△□□ 型番 □□□□□□-□□□□ 日付 ○○/○〇/〇〇 
サイズ aaaa×bbbb 仕様 裏面：断熱材有、閉鎖天井型 記入者 □□□□ 

ΔtDH ＝ 15Kによる結果 

定格加熱能力            [W/m2] ＰPNDH 74.8 （参考）放射:52.5、対流：22.3 

特性定数 k 3.960 
ＰPDH ＝ k･ΔtDH n 指数 n 1.085 

特性曲線式 ＰPDH ＝ 3.960･ΔtDH 1.085 
 

図Ｂ－３ 加熱能力の換算と加熱能力表示の事例（室内温度換算） 

 

 

 
 

図Ｂ－４ 加熱能力特性線図と特性曲線式の事例（室内温度換算による） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

加
熱

能
力

P P
DH

[
W
/
m
2 ]

ΔtDH |室内温度－平均送水温度｜ [K]

PPDH＝3.960・ΔtDH 
1.085



ARCH 2017 CHTRS 

29 

 

付属書 Ｃ（参考） 

ARCH による認定 
 

Ｃ．１ ARCH による試験設備等の認定について 
    

ARCHは、原則として ARCH正会員の有する試験設備等に限り、付属書Ａに適合する試験設備等である

ことを認定（以下「ARCH認定試験設備」という。）することができる。 

認定は、以下に定める認定評価委員により、以下に定める書類審査および現地調査を経て行なう。 

認定評価委員： ARCH 顧問とする。 

    認定評価委員による書類検証および現地検証を行なう。 

    書類：・試験室概要 

       ・試験要領書 

       ・機器検査校正要領書 

       ・計測設備の試験成績書 

・試験設備、計測機器運用記録 等 

   

    認定評価委員による書類審査および現地調査において問題が無いことを確認できた設備は、ARCH

会長により試験設備として認定することができる。 

認定された試験設備については、ARCHより「試験設備 認定書」を発行する。 

   ARCH認定試験設備は認定を行なったのち、所有者が責任を持って付属書Ａに定める要件への適合維

持を行なうこととする。ただし、本認定制度の適正な運用維持ため、必要に応じて認定評価委員によ

る施設検証を適時に行なうことができることとする。 

   なお、EN認定試験設備は ARCH認定試験設備とする。 

 

 

 

Ｃ．２ ARCH 認定試験設備による試験結果の取り扱いについて 
    

 Ｃ.１の ARCH 認定試験設備で試験された天井放射冷暖房パネルは、第三者による試験を行なった製

品と同等の性能を有するものとして、その性能を表示することができる。ただし、表示することがで

きる性能は、付属書Ｂで定める天井放射冷暖房パネルの冷却能力、加熱能力に限定することとする。 

 

 

 

Ｃ．３ ARCH 認定試験設備の更新審査 

 

    ARCH認定試験設備は「試験設備 認定書」の有効期限までに運用維持審査を行ない、問題が無いこ

とを確認できた場合、ARCH会長は試験設備としての認定を更新し、ARCHより新たな有効期限を記載

した「試験設備 認定書」を発行する。 

運用維持審査は、以下に定める認定評価委員により、以下に定める書類審査を経て行う。 

認定評価委員： ARCH 顧問とする。 

    認定評価委員による書類検証を行なう。 

    書類：・試験室概要 

       ・試験要領書 

・機器検査校正要領書 

       ・計測設備の試験成績書 

・試験設備、計測機器運用記録 等 
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付属書 Ｄ（参考） 

活 用 
 

Ｄ．１ 建築物省エネ法に基づく一次エネルギー消費量計算プログラムへの入力 
 

建築物省エネ法に基づく一次エネルギー消費性能計算プログラム(非住宅版)における、空調機入力

シート（様式 2-7）への入力は、以下のとおり行なうこととする。 

 

   【様式 2-7（空調）空調機入力シート】の入力事項 

    ③ 空調機タイプ：「天井放射冷暖房パネル」を入力する。 

    ④ 定格冷却（冷房）能力：付属書Ｂによる「定格冷却能力」を入力する。 

⑤ 定格加熱（暖房）能力：付属書Ｂによる「定格加熱能力」を入力する。 

    ⑦⑧⑨⑩ 送風機定格消費電力：天井放射冷暖房パネルに送水する(３次または２次)ポンプの消

費電力を入力する。専用ポンプが無い場合は、全体で評価する

ことで同ポンプは不要。 

 

 

Ｄ．２ 建築物省エネ法に基づく省エネ適合性判定等での活用 
 

Ｄ.１による一次エネルギー消費量計算を用い、建築物省エネ法に基づく省エネ適合性判定の提出、

もしくは建築基準法に基づく完了検査の受検を行なう際は、そのいずれかの段階でその性能を示す以

下の書類の提出を行なうことが必要となる。 

なお、当該性能に係る第三者による試験を示す書類の添付に際しては、付属書ＣのＣ.２にしたがい、

ARCH認定試験設備で試験された天井放射冷暖房パネルは、第三者による試験を実施したものと同等と

して取り扱うことができる。 

 

   ・天井放射冷暖房パネルから、製品仕様・性能特性線図等で設計条件に適合する製品を選定し、設

計条件におけるΔtD（室内空気温度と平均送水温度差）とその時点での能力を決定した場合、その

選定した放射パネルの名称、型番、定格能力（冷却：ΔtNDC ＝8K、加熱：ΔTNDH ＝15K）と設計条

件のΔtD とその時点での冷却・加熱能力、選定条件温度を記載した設計図書等。 

   ・設計図書等に記載した天井放射冷暖房パネルに係る性能について、第三者が試験したことを証す

る書類もしくは製造者による当該性能を有することの自己適合宣言書。 

   ・製品納入時において、名称、製品型番および定格能力（冷房能力および暖房能力）が記載された製

品証明書。 

 

 

Ｄ．３ 製品情報の公開（サービス） 

 

ARCH 正会員は各自の責任において、Ｃ.２による性能の表示を行なう天井放射冷暖房パネルについ

て、「温熱・省エネ設備機器等ポータルサイト（非住宅版）※」に登録し、対象製品の型番、機器情報、

性能値、試験成績書等の情報を記載することができる。 

ARCH 正会員は各自の責任において、Ｃ.２による性能の表示を行なう天井放射冷暖房パネルについ

て、各自のホームページで対象製品の型番、機器情報、性能値、試験成績書等の製品情報の記載を行

うことができる。 

 

   ARCHおよび正会員および「温熱・省エネ設備機器等ポータルサイト（非住宅版）※」は相互にリンク

を張る。 

   

※ 「温熱・省エネ設備機器等ポータルサイト（非住宅版）」とは、建築物省エネ法の規制処置に係

る必要な情報が記載された企業のホームページの一元化を図ることで、精度の円滑な運用を目的と

して構築されているポータルサイトをいう。一般社団法人住宅性能評価・表示協会が運営を行って

いる。 
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改訂履歴 

Ver1.1  2018/5  4.1.6計測 誤記訂正 

Ver1.1.1 2021/11 事務局 住所等訂正 

Ver1.2  2022/6  表紙 Ver1.2に訂正・改訂日を追記 

         1.目的 EN14037を 2016年版に訂正 

         4.1.2試験室 表 6一部追記・図 5 誤記訂正 

         4.2.2試験室 表 13一部追記 

         5.測定結果報告 図 9・図 10誤記訂正 

         付属書 A A.2試験設備・施設一部追記 

Ver1.3  2023/10 表紙 Ver1.3に訂正・改訂日を追記 

付属書 B 図 B-1、図 B-3誤記訂正 

付属書 C C.1 ARCHによる試験設備等の認定について一部追記 

付属書 C C.3 ARCH認定試験設備の更新審査を追記 
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